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理　事　長　挨　拶

理事長　安　藤 　和　文
笠野原土地改良区

笠野原土地改良区だより 第 44 号（2）令和４年６月１日

　初夏の候、組合員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃より当土地

改良区の運営に格段のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、昨今、世界情勢が不安定となり、原油価格の上昇や資材の高騰により、農業も大変厳し

い状況にあります。また、新型コロナウイルス感染症についても未だ予断を許さない状況であ

り、令和3年度通常総代会におきましても感染拡大防止対策により、書面議決を活用した少人数

での開催となりました。一刻も早く終息、安定することを願うばかりです。

　さて、当改良区に於きましては、本年度より土地改良法の改正に伴い会計処理を複式簿記へ

移行いたしました。また、平成28年の災害発生時からの懸案事項でありました高隈ダム堆砂対

策に取り組み、現在、関係機関と協議をしながら準備をすすめているところです。

　国営施設機能保全事業については、事業実施から9年を経過しましたが、まだ多くの基幹施設

の補修、改修が必要なことから事業の延長、計画変更を行い令和１０年度採択予定の次期事業

に向けて調整を行ってまいります。

　平行して進めております県営事業、団体営事業は、施設全体を長期で整備する予定ですが、近

年、突発漏水事故等の増大により、改修工事は、なるべく長期間の事業とならないよう、鹿児島

県、鹿屋市、肝付町などの関係機関の協力を頂きながら事業工期の前倒しに努めてまいります。

　発電事業については、既存の笠野原発電所の改修工事が無事終了し、２月から再稼働してお

り順調に運用しています。併せて、新規の高隈ダム発電事業も令和７年度の稼働に向け順調に

推移しております。

　最後になりますが、本年度も、国営・県営事業を始め、広範囲に事業を実施してまいりますの

で、組合員の皆様のご理解とご協力を賜りますことをお願い申し上げ、ご挨拶といたします。
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笠野原土地改良区だより（3）第 44 号 令和４年６月１日

令和３年度　通常総代会開催

第 1号議案

第 2号議案

   

第 3号議案

第 4号議案  

第 5号議案

第 6号議案

第 7号議案 

第 8号議案   

第 9号議案  

第10号議案   

第11号議案    

第12号議案

第13号議案

第14号議案 

第15号議案

付帯決議

令和2年度事業報告、財産目録及び令和2年度一般会計収支決算の承認について

令和2年度特別会計収支決算の承認について

令和3年度 一般会計第1回補正予算(案)の承認について

令和3年度 特別会計第1回補正予算(案)の承認について

笠野原発電機場改修事業借入償還計画の変更について

土地改良法第30条第1項第5号に基づく翌年度以降の債務について

押印廃止に伴う諸規程の改正について

複式簿記化に伴う諸規程の改正について

ダム管理規程の一部改正について

令和4年度 賦課金の賦課徴収について

令和4年度 役員報酬について

令和4年度 事業計画及び令和4年度一般会計収支予算(案)の承認について

令和4年度 特別会計収支予算(案)の承認について

令和4年度における基金の繰替え運用について

令和4年度 取引金融機関並びに余裕金預入先について

議　　　題

（ 監査報告 ）

　令和４年３月３０日（水曜日）午前１０時より鹿屋商工会議所においてコロナウイルス感染症蔓延防

止対策の観点から規模を縮小した総代会（出席２０名）と書面議決（５０名）による開催となりました。　

　議長に選挙区第１区の脇村　和郎総代を選出し、令和２年度の決算、令和４年度収支予算（案）等につ

いて審議いただき、全ての議案を原案のとおり可決承認されました。

　総代定数７１名：賛成６９名・反対０名・欠席１名（議長は賛否から除く）

来賓挨拶
九州農政局南部九州土地改良調査管理事務所　鹿児島支所　山村支所長

議長の脇村総代



令和4年度 事業計画について
１．国営造成施設の維持管理
　引き続き国営造成施設機能保全事業により基幹施設の長寿命化を図りつつ、県営農業水利施設保全合理化
事業により末端施設の更新、農業水路等長寿命化・防災減災事業により施設整備を実施し、農業経営の安定
及び維持管理費の軽減を図ってまいります。
２．管水路の移設事業
３．財源対策
　現在稼働中の発電機場の適正な管理運用に努めると共に、地域用水環境整備事業（高隈地区）高隈ダム発
電所の早期稼動に努めてまいります。
４．賦課金の徴収業務
５．畑地かんがい営農推進
６．施設の多面的機能の発揮及び環境への配慮・安全管理の強化等に対応した管理体制の整備を図ってま
　いります。

事業を実施すると、断水を伴います。 皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

笠野原土地改良区だより 第 44 号（4）令和４年６月１日

区　分

予　算　額

決　算　額

増　　減

予　算　額

決　算　額

増　　減

組　合　費 補　助　金 補　償　費 諸　収　入 繰　入　金 繰　越　金 計

76,420,000

75,923,940

△ 496,060

150,400,000

150,400,000

0

30,000,000

23,106,225

△ 6,893,775

3,955,000

4,330,737

375,737

261,072,000

239,652,000

△ 21,420,000

50,000

55,730

5,730

521,897,000

493,468,632

△ 28,428,368

1．一般会計収支状況
（単位：円）（1）　収　入　（注）△は減額を表す。

区　分

（単位：円）（2）　支　出

令和２年度　収支決算の概要について

電 気 料

188,802,157 67,517 0 0 79,180,050 268,049,724

雑 収 入 保 険 金 繰 入 金

0

借 入 金 繰 越 金 計

（1）　収　入 （単位：円）

人件費

1,383,600

委託費

517,440

旅　費

0

借入償還金

7,658,496

修繕費

4,183,300

諸　費

1,996,605

改修工事費

1,788,000

調査費

68,822

繰出金

159,111,000

積立金

25,900,000

支払消費税

15,139,700

計

217,746,963

（2）　支　出 （単位：円）

種　　　　目 種　　　　目

①　決済金積立金

②　退職給与積立金

③　団体営事業積立金

④　県営事業積立金

⑤　国営事業積立金

⑥　給水栓撤去費積立金

⑦　発電事業欠損調整積立金

⑧　発電事業建設改良積立金

⑨　財政調整基金積立金

⑩　用水使用賦課金積立金

金　　　額金　　　額

5,143,629

149,954,940

46,584,453

120,979,000

42,866,812

20,610,667

64,506,915

114,423,003

117,652,010

47,546,202

（単位：円）

2．小水力発電事業

3．特別会計積立金残高（繰越金）の状況

事務費 移設費 施設管理費 事業費 建屋改修費 財産費 予備費 計

110,077,000

103,090,838

△ 6,986,162

30,000,000

23,433,000

△ 6,567,000

64,840,000

53,508,985

△ 11,331,015

157,480,000

156,060,900

△ 1,419,100

157,000,000

157,000,000

0

500,000

317,548

△ 182,452

2,000,000

0

△ 2,000,000

521,897,000

493,411,271

△ 28,485,729

円

円

円

円

円

円

円

円

円

3,000

8,000

6,000

0

5,000

3,000

3,000

3,000

3,000

共　通 管　理 合　計

令和4年度　改良区の状況と賦課金の単価について

令和4年度の賦課金の単価は、通常総代会において下記のとおり承認されました。
土地改良区の状況 組合員数　3,586人（鹿屋市 3,117人，肝付町 85人，他 384人） 賦課面積 2,325ha

※賦課金の納期は下記のとおりです。

発行日付 納入期限

６月１日

８月１日

８月１日

6月30日
8月31日
8月31日

　賦課金の単価は今年も据え置かれました。宅地転用等による受益面積の減少など、財源確保は厳しいものがあります。減少分
に対しましては、発電事業や用水賦課の特別会計から繰入しながら、経費の節減に努めてまいります。組合員の皆様には、コロ
ナ禍の中一層厳しい農業情勢ではありますが、土地改良区の運営費ですので、ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いい
たします。

一 般 作 物

畑 作 水 稲

茶 　 防 　 霜



令和4年度  一般会計収支予算の概要

令和4年度  特別会計収支予算の概要

合計
1，327,364千円

附帯事業
収入
300千円
0.02%

土地改良事業収入
81,706千円
6.16%

補償費収入
30,000千円
2.26%

補助金等収入
316,755千円
23.86%

借入金収入
125,660千円
9.47%

特定資産
取崩収入

152,375千円
11.48%

他会計繰入金
620,083千円
46.72%

雑収入
435千円
0.03%

繰越金
50千円
0.00%

収　入

小火力発電事業会計

土地改良法改正に伴い令和４年度から会計基準が変わりました。
「貸借対照表」の作成が義務化になり単式簿記から複式簿記へ移行することとなりました。

科　　目

計

発電事業収入

特定資産運用収入

雑収入

他会計繰入金

繰越金

150,000,000

2,000

1,000

117,300,000

10,000,000

277,303,000

発電事業費

一般管理費

借入金返済支出

支払利息

固定資産取得支出

特定資産積立支出

他会計繰出金

繰越金

17,990,000

14,900,000

7,500,000

1,300,000

500,000

117,300,000

116,813,000

1,000,000

277,303,000

予 算 額 科　　目

計

予 算 額

(円) 支　出 (円)

収　入

用水使用賦課金積立金

科　　目

計

用水賦課金収入

雑収入

繰越金

11,000,000

250,000

35,000,000

46,250,000

維持管理費支出

運営事務費支出

他会計繰出金

4,000,000

300,000

24,070,000

28,370,000

予 算 額 科　　目

計

予 算 額

(円) 支　出 (円)

笠野原土地改良区だより（5）第 44 号 令和４年６月１日

移設費
30,000千円
2.26%一般管理費支出

68,052千円
5.13%

土地改良事業
負担金支出
21,875千円
1.65%

固定資産取得
支出

5,000千円
0.38%

特定資産積立
支出

540,400千円
40.71%

繰越金
20,000千円
1.50%

支払利息
600千円
0.05%

予備費
2,000千円
0.15% 土地改良事業費支出

639,437千円
48.17%

合計
1，327,364千円

一般会計

収入
一般会計

支出



笠野原土地改良区だより 第 44 号（6）令和4年６月１日

令和3年度　事業報告
管水路布設替工事及び破損した管水路の修理など

組合員の皆様への
お願い

笠野原土地改良区 管理課
電話0994-45-3000

国営事業

県営・団体営管水路布設替工事及び給水栓設置工事など県営事業

ダム取水施設の整備・ダム発電所建設・団体営管布設替えなど団体営事業

令和３年度に発生した漏水事故は206件でした。その内、内圧漏水（自然漏水）事故は
150件で老朽化によるものです。
また、国営管水路の漏水も数件発生しています。今後も上記の事業等を活用し、施設の
更新を図り、適正な維持管理に努めて参ります。

漏水の状況

この様な事業実施にあたっては、施
工業者が事前説明やご挨拶に訪問
することがありますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

不明な点がありましたら改良区事
務所までお問合せください。



令和　   年度経常賦課金
発行番号

住 所

氏 名

種 別

経常費

納 入

金 額

単 価 面 積 ㎡ 金　額（円）

円

様

区域号

賦課金納入通知書
（組合員用）

上記の金額を令和　　年　  月　　日

までに納入して下さい。

笠野原土地改良区

発行期日　令和　　年　  月　　日

取扱い金融機関

注 意

JA鹿児島きもつき

◎本所         （9834001）

◎串良支所  （0035149）

郵便局

◎（02000−6−3474）

  払込料金　加入者負担

（1）

　　この賦課金の算定

   に異議のある時は、

   この通知を受けた日

   の翌日から起算して、

   30日以内に申し出て

   下さい。

（2）

　　この賦課の算定に

   ついて不服のある場

　合は、上記異議申立

   てのほか、この通知

　を受けた日の翌日か

　ら起算して６か月以

　内に、笠野原土地改

　良区を被告として、

　賦課の取消しの訴え

　を提起することがで

　きます。

（3）

　　この賦課金は、本

   年度の全期分です。

（4）

　　この通知書は、畑

   かんの土地全部にか

   かる賦課金です。

理事長　道 　 免 　 　  勇

笠野原土地改良区

共通全期

笠野原土地改良区だより（7）第 44 号 令和４年６月１日
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　土地の売買等については3月までに、直接、土地改良区へ申し出てください。当該年度になってか
らの売買等については、当事者間で精算するのが原則です。
　また、賦課通知書の面積は「合計（下図）」しか記載されていませんので、明細の必要な方は申し出
てください。

土地改良区の経常賦課金の面積は４月１日付けで確定します。

◎賦課金の納入は、
便利で安全な口座振替で！
下記の金融機関で口座振替が

できます。ご利用を希望される方は、
改良区へご相談ください。

●JA鹿児島きもつき ●郵便局 ●宮崎銀行
●宮崎太陽銀行 ●鹿児島銀行 ●鹿児島信用金庫

●南日本銀行 ●鹿児島相互信用金庫
●鹿児島興業信用組合 ●九州労働金庫
※口座振替依頼書は、改良区にあります。

ぜひご検討下さい。

事　務　連　絡

売
買
相
続

法務局・市町届出 ×
届出 土地改良区

通知はありません

組合員資格
変 更 完 了

一、
土
地
の
売
買
や
相
続
等
で
組

合
員
資
格
が
変
更
さ
れ
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（
法
四
十
三
条
）

二
、
届
出
が
な
い
と
賦
課
面
積
が

変
わ
ら
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
前

の
人
に
請
求
が
行
き
ま
す
。

三
、
法
務
局
や
市
町
の
手
続
き
が

済
ん
で
も
土
地
改
良
区
は
変
更

さ
れ
ま
せ
ん
。

四
、
知
ら
ず
に
何
年
も
、
人
の
も

の
を
払
っ
て
い
た
例
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
組
合
員
名
が
、
亡
く
な
っ
た
方

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
、
文
書
な

ど
郵
送
出
来
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
住
所
変
更
さ
れ

た
方
も
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
用
紙
は
土
地
改
良
区
に
あ
り

ま
す
。
遠
隔
地
の
方
は
郵
送
も

出
来
ま
す
の
で
ご
一
報
下
さ
い
。

　
（
注
）双
方
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

畑
の
売
買
や
相
続
な
ど

　
　
　

    

あ
り
ま
せ
ん
か
。

鹿屋市下高隈町4173−1

笠野原  太郎

15,000

5,0003

4 6 1

4 6 30

15,000

賦課面積
の合計

漏
水
連
絡
の

お
願
い

４
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　土地改良施設は、組合員の負担金で維持されています。したがって、加入していない土地
や組合員以外の水使用はできないのが原則です。また、農地へのかんがい以外の水利用は別
途契約が必要ですのでご相談ください。盗水を見かけたら土地改良区へ連絡してください。

盗水はみんなで監視しましょう

農
地
転
用
に
つ
い
て

　
地
区
内
の
農
地
を
宅
地
や
畜
舎

等
に
転
用
す
る
と
き
は
、
土
地
改

良
区
か
ら
の
地
区
除
外
と
決
済
金

の
納
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
手
続
き
が
な
い
と
、
い
つ
ま
で

も
賦
課
金
が
請
求
さ
れ
ま
す
。
農

業
委
員
会
と
一
連
の
手
続
き
で
す

の
で
、
無
断
転
用
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

断
水
連
絡
に
つ
い
て

　
計
画
的
な
施
設
の
改
修
工
事
に

伴
う
断
水
連
絡
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
車
に
よ
る
放
送
や
電
話

連
絡
ま
た
は
文
書
で
の
通
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
作

業
中
の
給
水
栓
破
損
事
故
や
パ
イ

プ
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
事
故
の

場
合
は
緊
急
に
水
を
止
め
、
そ
の

後
の
断
水
連
絡
に
な
り
ま
す
。
特

に
大
口
径
の
場
合
は
、
長
期
断
水

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ト
レ
ン
チ
ャ
ー
や
バ
ッ

ク
ホ
ー
な
ど
に
よ
り
畑
を

掘
削
す
る
時
は
改
良
区
事

務
所
で
図
面
を
確
認
し
、

パ
イ
プ
の
埋
設
状
況
を
把

握
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
で
は
、
パ
イ
プ
位

置
を
正
確
に
お
知
ら
せ
出

来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
面
倒
で
も
事
務

所
に
訪
問
い
た
だ
き
確
認

し
て
下
さ
い
。

　

破
損
し
ま
す
と
修
理
費

は
原
因
者
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
、
充
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

畑を掘削する時は

パイプの確認を!
アメス
3,000円

スピンドル
8,000円

　給水栓修理は部品代しかい

ただいておりません。依頼さ

れる場合はなるべく畑地番を

お知らせください。

※土日祭日は応急処置しかで

きませんので、早めの依頼を

お願いします。

給水栓修理について

トラクターによる畔の草刈による給水栓破損事故に注意しましょう！

破損した給水栓　 給水栓を確認し目印を付ける
などの対策をお願いします！！


